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ＳＲＣ分析（物流）

物流現場全般の現状

ヒト・カネ・モノ・情報での視点で見た物流の現状

• 全国物流網を有しているが、地域（拠点）により、オペレーション、システム利用度、設備施設、等々、バラつきが大きい。
• これらレベル格差を高品質なところに向かって均質化する必要性がある。

■ 拠点単位で拠点全体の物流コストを、

勘定科目レベルで半期に把握し、それらを積み上げている

←支店経営における一コストとして捉えている

■ 地域（拠点）ごとにバラつき有り

←設備や施設にもバラつきが大きい
■ 一連の物流業務がシステム上分断されている

■同じ商品でも、出荷形態（荷姿）は、

支店や得意先などにより、様々である

■納品率を最重視するため、少し過剰在庫傾向有り

■ システムは同じでも、拠点によりシステムの利用度

にバラつき有り

■ 入荷検品・格納に時間がかかる等、現場の作業に

システム入力作業がついていかない面有り

■実在庫のリアルタイム管理は、実施されていない

■在庫の日付（鮮度）管理は、実施されていない
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■ 得意先別や要員別の物流コストの分析はしていない

■ 物流コスト削減のための具体的な対策や実施には

至っていない

支店物流にレベル格差

→高品質なところに均質化の必要性


